
高等学校 国語科 

第１学年 〈国語科 現代の国語〉学習指導案   

 

日時  令和〇年〇月〇日（〇）第〇校時     

                                                          〇〇立〇〇中学校  ２年〇組   

生徒数  〇名         

指導者  〇〇〇〇〇〇           

 

 

１．単元名（教材名） 

対比の関係に注意しながら内容をスライド資料にまとめ、筆者の考えを捉えよう。 

（「水の東西」 『現代の国語』大修館書店） 

 

２．単元の目標   

    (1) 文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解することができる。    

〔知識及び技能〕（１）オ  

  (2) 評論の内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨を把握することがで  

きる。                                  〔思考力、判断力、表現力等〕 C 読むこと(1)ア 

  (3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。                                                                         

「学びに向かう力、人間性等」 

 

３．本単元における言語活動 

  本単元では、「本文の内容をスライド資料にまとめる」という言語活動を行う。一段落につき１ス

ライドに簡潔にまとめるという活動を通し、意味段落ごとの内容や段落同士のつながりを吟味する

ことで、「内容や構成、論理の展開などについて的確に捉え、要旨を把握する」という単元の目標の

達成につながると考える。 

 

４．単元について 

 (1) 生徒について －省略ー 

 

 (2) 教材について 

    「水の東西」は、「鹿おどし」と「噴水」をモチーフに、日本と西洋の「水」に対する捉え方の

違いを対比的に叙述した評論である。西洋との対比を整理しながら丁寧に読んでいくことで、

日本的なものの見方や感じ方に対する筆者の考えを捉えることができ、比較文化論の入門と

して高校１年生が読むのに適した文章と言える。また、「鹿おどし」や「噴水」についての具体

的な描写と、「流れる水」と「噴き上げる水」、「時間的な水」と「空間的な水」、「見えない水」

と「見える水」などの言葉とを結び付けて読むことで、具体と抽象を関係付けながら論旨をつ

かむことができる。具体例を一般化していく論の組立ても明快であり、内容や構成、論理の展

開について考えを深める教材としてふさわしい。 



高等学校 国語科 

   

(3) 指導について 

    指導に当たっては、最初に単元の問い「「鹿おどしは日本人が水を鑑賞する行為の極致を

現す仕掛けだと言えるかもしれない」と筆者が考えるのはなぜか」を示し、生徒が課題意識を

もって読みを深められるようにする。また、生徒自身が対比関係を整理したり内容を要約したり

す る な ど 、 活 動 を 通 し て 主 体 的 に 学 べ る よ う に す る 。 対 比 関 係 の 整 理 に は Google 

Jamboard、要約には Google スライドを用い、共同編集機能を活用することで、生徒同士

で互いの考えを参考にしながら学習を進められるようにする。 

 

５．単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文章の効果的な組立て方や接

続の仕方について理解している。 

 （（１）オ） 

「読むこと」において、評論の

内容や構成、論理の展開などに

ついて叙述を基に的確に捉え、

要旨を把握している。  

（C(1)ア） 

 対比関係に着目しながら積極

的に内容や構成、論理の展開な

どについて考え、学習課題に沿っ

て要旨を捉えようとしている。 

 

 

６．単元の指導と評価の計画（全６時間） 

 

時 

 

 

学習活動 

 

 

指導上の留意点 

 

評価規準、評価方法等 

 

 

  

 

 

 

 

１ 

〇学習の見通しをもつ。 

・目標と、単元の問い、学習計

画を確認する。 

  

・スライドの例を見てイメージ

をもつ。 

 

・「水の東西」を通読し、単元

の問いに対する今の考えを単

元シートに記入する。 

 

・目標と単元の問い、学習計画を電

子黒板に映し、単元シートに目標と

問いを記入させる。 

・既習の教材で作成した要約スライ

ドを電子黒板に映す。 

 

・対比的な表現を見付けたら線を引

きながら通読するよう指示する。 

 

 

 

 

・意味の分からない語句はノートに

書き出し、意味調べをしておくよう指

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

・〔主〕「記述の点検」単

元シート 

・単元の問いに対し、今

の自分なりの考えを書こ

うとしているかを点検す

る。 
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２ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

３ 

〇対比を捉える。 

・本文から対比的に書かれて

い る 内 容 を 抜 き 出 し て

Jamboard の付箋に書き、グ

ループで話し合いながら「日

本」と「西洋」に分類する。 

 

 

 

 

・ グ ル ー プ で 作 成 し た

Jamboard をクラス全体で共

有する。 

 

・対比の関係をノートの表にま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

・対比の効果について気付い

たことをノートに記入する。 

 

 

・「日本」と「西洋」の比較が主題で

あることを確認する。 

・Jamboard のフレームを「日本」と

「西洋」に分割し、付箋を分類させ

る。 

・クラス全員で１ファイルを共有 

し、１グループに１フレーム割り当て

る。 

 

・電子黒板に Jamboard を映し、各

グループの代表者に発表させる。 

・グループで話し合ったことやクラス

で共有したことを踏まえ、個人でまと

めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思・判・表〕 

｢記述の点検｣ノート 

・本文の記述内容を 

「日本」と「西洋」に適切

に分類し、対比の関係を

捉えられているかを点検

する。 

 

〔知〕「記述の点検」 

ノート 

・「西洋」と対比すること

によって、「日本」の特徴

がより明確になるという

効果を理解しているかを

点検する。 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇筆者の主張を捉える。 

・本文の内容をスライドにまと

めるために、意味段落の分け

方を考える。 

 

・どのように段落を分けるか

自分の考えをグループで話し

合う。 

・グループで話し合ったことを

クラス全体で共有する。 

 

 

・1 スライド１段落となるようにまとめ

させる。 

・四つの意味段落に分けることとす

る。 

  

 

 

・全文を電子黒板に映し、各グル 

ープの代表者にどのように分けたか

を理由も含めて発表させ、段落分け
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５ 

 

 

・意味段落ごとに内容を要約

する。 

 

 

 

 

・友達のまとめ方を参考にす

るなどし、スライドを完成させ

る。 

 

 

 

 

 

 

を統一する。 

 

・１段落につき１スライドにまとめさせ

る。 

 

・うまくまとめられているスライドを電

子黒板に映し、作成者に説明させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思・判・表〕 

｢記述の点検｣ 

スライド 

・対比の関係を明確にし

ながら、日本の文化や日

本人の感性についての

筆者の考えを捉えている

かを点検する。 

６ 〇本文の構成と筆者の主張の

中心を確かめ、ノートに整理す

る。 

・前時に作成したスライドを見

返し、全体の構成を確かめ

る。 

 

 

・単元の問いの答えをスプレ

ッドシートに記入する。 

 

 

〇単元の振り返りをする。 

・単元シートに、単元の問いに

対する答えを清書する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体例を積み重ねて一般化し、主

張につなげていることに気付かせ

る。 

 

 

・クラスで１ファイルを共有し、共同編

集させる。自分の出席番号の枠に記

入するよう指示する。 

 

 

・スプレッドシートの友達の記述を参

考にし、よりよい記述に修正して書い

てもよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思・判・表〕 

｢記述の点検｣ 

単元シート 

・日本人の感性について

の筆者の考えを捉えられ

ているかを点検する。 

 

 

〔主〕｢記述の点検｣ 
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・単元の問いに対して１時間

目に書いた答えを本時のもの

と比較し、単元を通して分かっ

たことや気付いたことを単元

シートに記入する。 

・構成と内容それぞれについて記入

させる。 

単元シート 

・学習課題に沿って考え

を深められたかを点検す

る。 

 

７．本時の指導  ５時／全６時間  

（１）本時の目標 

・意味段落ごとに要約することを通し、筆者の主張を把握することができる。 

 

（２）本時の展開 

   評価規準と評価方法等 

〇 Bと判断できる状況 

● Cと判断する状況の手立て 

   

 

 
意味段落ごとにスライドにまとめ、筆者の主張を捉えよう。 

 

 

 

１．意味段落ごとに内容を要約

する。 

 

 

２．スライドに見出しを付ける。 

 

３．友達がどのように要約した

かを知る。 

 

 

４．友達のまとめ方も参考にし

てスライドを完成させ、筆者

の主張の中心を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

５．本時の学習を振り返る。 

 

 

・箇条書きではなく、文章でまとめさ

せる。 

・日本と西洋との対比を明確にして

まとめるよう指示する。 

 

 

・適切にまとめられている生徒のスラ

イドを電子黒板に映し、内容を説明

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思・判・表〕｢記述の点検｣ 

スライド 

〇日本と西洋との対比が明確

になるように各段落を要約

している。 

●第３時にワークシートにまと

めた日本と西洋の比較表

を参考にするよう助言する。 

 

学習活動 指導上の留意点 
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